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中
村
学
園
大
学
開
学
三
十
周
年
記
念�

誌
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
「
本
学
大
学
生�

の
大
学
生
活
に
関
す
る
定
点
調
査
」
を�

行
っ
た
。
本
調
査
は
、
大
学
生
活
の
実�

態
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
を
意
図
し�

て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。�

　
調
査
票
の
構
成
は
、
大
ま
か
な
項
目�

の
み
を
列
挙
す
る
と
、
①
大
学
生
の
生�

活
と
意
識
②
一
日
の
生
活
時
間
③
サ
ー�

ク
ル
・
ク
ラ
ブ
活
動
④
ア
ル
バ
イ
ト
⑤�

学
外
講
座
へ
の
受
講
⑥
学
生
の
生
活
費�

の
六
項
目
で
あ
り
、
全
部
で
六
十
の
質�

問
を
設
け
た
。�

　
調
査
の
全
容
は
、
三
十
周
年
記
念
誌�

に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は�

紙
面
の
関
係
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
す�

　
る
。�

一
、
調
査
の
概
要�

　
調
査
対
象
は
、
平
成
七
年
十
二
月
一�

日
に
本
学
に
在
籍
し
た
一
、
四
三
五
名�

と
し
、
無
記
名
で
行
っ
た
。
調
査
方
法�

は
自
己
記
入
法
で
あ
り
、
調
査
期
間
は�

平
成
七
年
十
二
月
十
一
日
ー
二
十
五
日�

で
あ
っ
た
。�

　
有
効
回
答
サ
ン
プ
ル
数
は
、
表
1
に�

示
す
と
お
り
で
あ
っ
た
。
教
室
で
調
査�

票
が
配
布
さ
れ
た
日
時
に
出
席
し
て
い�

た
学
生
か
ら
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
の
回�

収
が
あ
り
、
若
干
の
不
完
全
票
を
の
ぞ�

き
、
回
収
さ
れ
た
調
査
票
の
圧
倒
的
多�

数
が
有
効
サ
ン
プ
ル
に
な
っ
た
。�

二
、
学
生
生
活
の
充
実
度�

　
現
在
の
学
生
生
活
は
「
と
て
も
充
実�

し
て
い
る
」
七
・
一
％
、
「
か
な
り
充�

実
し
て
い
る
」
一
三
・
四
％
、
「
ま
あ�

ま
あ
充
実
し
て
い
る
」
五
六
・
二
％
、�

「
あ
ま
り
充
実
し
て
い
な
い
」
一
九
・�

五
％
、
「
全
く
充
実
し
て
い
な
い
」
三�

・
八
％
で
あ
っ
た
。
「
と
て
も
充
実
し�

て
い
る
」
「
か
な
り
充
実
し
て
い
る
」�

と
回
答
し
た
も
の
を
『
充
実
肯
定
派
』
、�

「
ま
あ
ま
あ
充
実
し
て
い
る
」
と
回
答�

し
た
も
の
を
『
充
実
中
間
派
』
と
し
、�

「
あ
ま
り
充
実
し
て
い
な
い
」
「
全
く�

充
実
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
も
の�

を
『
充
実
否
定
派
』
と
し
て
区
分
し
分�

析
し
て
み
た
。
「
充
実
肯
定
派
」
の
学�

生
は
、
二
〇
・
五
％
、
「
中
間
派
」
は�

五
六
・
二
％
、
「
否
定
派
」
は
二
三
・�

三
％
と
、
「
否
定
派
」
が
「
肯
定
派
」�

を
僅
か
な
が
ら
上
ま
わ
っ
て
は
い
た
が
、�

半
数
強
が
「
中
間
派
」
に
属
し
て
い
た
。�

　
専
攻
別
に
見
て
み
る
と
（
図
1
）
、�

「
充
実
肯
定
派
」
の
割
合
は
、
児
童
学�

専
攻
二
二
・
三
％
、
児
童
教
育
学
専
攻�

二
一
・
四
％
、
食
物
栄
養
学
専
攻
一
九�

・
七
％
、
管
理
栄
養
士
専
攻
一
八
・
六�

％
の
順
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
否
定
派
」�

は
、
児
童
教
育
学
専
攻
二
四
・
三
％
、�

管
理
栄
養
士
専
攻
二
四
％
、
児
童
学
専�

攻
二
二
・
八
％
、
食
物
栄
養
学
専
攻
二�

〇
・
一
一
％
の
順
で
あ
っ
た
。�

三
、
学
生
生
活
の
充
実
度
と
生
活
時
間�

　
表
2
に
、
学
生
生
活
の
充
実
度
の
区�

分
別
に
、
一
日
の
主
な
生
活
時
間
を
示�

し
た
。�

　
一
日
の
生
活
時
間
の
う
ち
、
「
学
業�

時
間
（
授
業
・
正
課
外
学
習-

平
日
）
」�

の
占
め
る
割
合
は
、
全
体
平
均
で
二
四�

・
七
％
（
五
時
間
五
十
五
分
）
で
あ
っ�

た
。
「
充
実
肯
定
派
」
は
、
正
課
外
学�

習
時
間
が
平
日
、
休
日
の
い
ず
れ
も�

「
否
定
派
」
よ
り
長
く
、
図
書
館
利
用�

時
間
も
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。�

　
「
通
学
時
間
」
と
い
う
物
理
的
な
距�

離
に
つ
い
て
は
、
充
実
度
を
減
退
さ
せ�

る
一
因
と
し
て
や
む
を
得
な
い
が
、�

「
充
実
否
定
派
」
の
学
生
に
は
、
「
正�

課
外
学
習
・
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
対
す
る�

無
関
心
・
無
気
力
感
が
生
じ
て
き
て
い�

る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。�

　
「
ア
ル
バ
イ
ト
の
就
労
時
間
」
は
、�

授
業
期
間
中
の
平
日
が
平
均
四
時
間
四�

分
、
休
日
が
六
時
間
三
十
八
分
で
あ
り
、�

一
日
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
こ
と�

が
わ
か
っ
た
。
因
み
に
、
今
回
の
調
査�

で
、
「
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
な
い
」�

と
回
答
し
た
者
は
一
六
・
七
％
で
あ
り
、�

残
り
の
約
八
割
は
何
ら
か
の
形
で
ア
ル�

バ
イ
ト
に
就
い
て
い
た
。�

　
六
年
毎
に
実
施
さ
れ
て
い
る
全
国
的�

な
調
査
で
あ
る
、
文
部
省
「
学
生
の
生�

活
等
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」
（
平
成�

二
年
十
月
、
一
四
、
七
二
一
名
対
象
実�

施
）
で
は
、
八
八
・
二
％
が
ア
ル
バ
イ�

ト
に
就
い
て
お
り
、
就
労
時
間
は
五
時�

間
十
二
分
で
あ
り
、
今
回
の
調
査
結
果�

を
上
ま
わ
っ
て
い
た
。
何
に
し
ろ
、
学�

生
ア
ル
バ
イ
ト
の
労
働
力
が
社
会
に
組�

み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
同
様
に
う
か�

が
え
る
。�

　
こ
れ
ら
の
生
活
時
間
か
ら
も
、
現
代�

の
学
生
生
活
の
特
色
の
一
面
が
浮
き
彫�

り
に
な
っ
て
い
る
。�

四
、
図
書
館
の
利
用
状
況�

　
図
書
館
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て
の
回�

答
は
、
図
2
に
示
す
と
お
り
、
「
ほ
と�

ん
ど
毎
日
利
用
」
二
・
八
％
、
「
週
二�

〜
三
回
利
用
」
一
九
・
八
％
、
「
月
四�

〜
五
回
利
用
」
四
二
・
三
％
、
「
ほ
と�

ん
ど
利
用
し
な
い
」
三
五
・
一
％
と
い�

う
利
用
状
況
で
あ
っ
た
。�

　
最
後
に
、
調
査
に
ご�

協
力
を
い
た
だ
い
た
諸�

先
生
方
と
学
生
の
皆
様�

に
感
謝
の
意
を
表
し
ま�

　
す
。�

　
（
大
学
開
学
三
十
周
年�

　
　
　
　
　
委
員
会
）�
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初
等
・
中
等
教
育
用
教
科
書
中
に
は
、�

多
く
の
理
科
教
育
用
語
（
自
然
科
学
の�

学
術
用
語
だ
け
で
な
く
、
そ
の
代
わ
り�

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
一
般
用
語
を�

含
む
）
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
語�

の
中
に
は
、
誤
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る�

用
語
や
不
適
切
な
用
語
も
散
見
さ
れ
、�

用
法
が
不
適
切
な
場
合
も
少
な
く
な
い�

ま
た
、
理
科
と
他
の
教
科
と
の
間
で
、�

あ
る
い
は
異
な
る
出
版
社
の
教
科
書
の�

間
で
、
同
一
用
語
が
別
の
意
味
で
用
い�

ら
れ
て
い
た
り
、
逆
に
、
異
な
っ
た
用�

語
が
同
一
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た�

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用�

語
の
混
乱
は
、
児
童
・
生
徒
に
も
教
師�

に
も
余
分
な
負
担
を
与
え
、
理
解
を
阻�

む
原
因
を
作
っ
て
い
る
。�

　
ま
た
、
理
科
教
科
書
中
に
あ
ま
り
に�

も
多
く
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
は
、
児�

童
・
生
徒
に
暗
記
を
強
制
す
る
結
果
と�

な
り
、
理
科
嫌
い
を
作
る
一
因
と
も
な
っ�

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
本
研
究�

代
表
者
が
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、�

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
間
に
、
生
物�

教
育
用
語
（
個
々
の
生
物
名
を
除
く
）�

だ
け
で
も
七
千
語
以
上
の
用
語
が
で
て�

く
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
教
科
書
中�

の
理
科
教
育
用
語
に
つ
い
て
検
討
し
、�

そ
の
誤
り
を
正
す
と
と
も
に
、
そ
の
分�

量
（
用
語
の
種
類
数
）
の
削
減
を
図
る�

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。�

　
本
研
究
で
は
、
現
行
の
小
学
校
教
科�

書
に
で
て
い
る
理
科
教
育
用
語
を
抜
き�

出
し
て
、
各
語
が
科
学
的
に
正
し
い
用�

語
で
あ
る
の
か
、
適
切
な
用
い
方
が
さ�

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
学
年
ご
と
の�

用
語
の
数
に
つ
い
て
は
適
切
で
あ
る
か�

ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。�

そ
し
て
、
不
適
切
な
用
語
で
あ
れ
ば
、�

ど
の
よ
う
な
用
語
に
よ
っ
て
置
き
換
え�

れ
ば
よ
い
か
、
数
が
多
す
ぎ
る
場
合
に�

は
、
ど
の
用
語
を
削
減
す
れ
ば
よ
い
か�

を
検
討
し
、
標
準
用
語
集
を
策
定
す
る
。�

　
本
研
究
の
成
果
は
、
現
在
、
文
部
省�

が
関
係
各
学
会
等
の
協
力
の
も
と
に
進�

め
て
い
る
理
科
教
育
用
語
集
の
編
纂
に�

向
け
て
、
有
力
な
資
料
を
提
供
す
る
こ�

と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。�

　
最
近
の
育
児
ス
ト
レ
ス
、
育
児
不
安�

な
ど
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、�

今
後
、
保
育
職
に
携
わ
る
者
は
、
乳
幼�

児
の
保
育
だ
け
に
留
ら
ず
、
保
護
者
へ�

の
精
神
的
支
援
を
視
野
に
入
れ
た
行
動
、�

す
な
わ
ち
保
護
者
の
育
児
不
安
に
対
処�

で
き
る
面
接
能
力
に
対
す
る
要
請
が
今�

以
上
に
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。�

　
し
か
し
、
現
状
は
、
（a）
子
育
て
の
不�

安
の
高
い
母
親
が
、
育
児
教
室
や
集
団�

生
活
を
望
ん
で
い
る
（
田
中
、
一
九
九�

四
）
。
一
方
で
、
（b）
六
二
％
の
保
育
者�

が
育
児
の
相
談
相
手
と
し
て
、
自
分
た�

ち
を
相
談
相
手
と
す
る
と
考
え
て
い
る�

の
に
対
し
て
、
保
育
者
を
相
談
相
手
と�

す
る
と
回
答
し
た
母
親
は
三
八
％
に
す�

ぎ
す
、
六
〇
％
も
の
母
親
が
、
本
・
育�

児
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
を�

得
る
と
回
答
し
て
い
る
。
（
穐
丸
ら
、�

一
九
九
四
）
さ
ら
に
、
保
育
職
志
望
の�

学
生
を
対
象
に
し
た
筆
者
の
意
見
調
査�

に
お
い
て
「
子
ど
も
と
は
遊
べ
る
が
、�

親
と
関
わ
る
自
信
が
な
い
。
親
と
の
対�

話
は
で
き
れ
ば
避
け
た
い
」
と
い
う
回�

答
が
多
く
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
保�

護
者
と
保
育
者
と
の
相
互
の
連
帯
が
ま�

だ
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
可
能
性
が�

推
測
さ
れ
る
。�

　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
や
実�

証
的
研
究
は
い
ま
だ
少
な
い
現
状
に
あ�

る
が
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
育
児
支
援
」�

の
面
か
ら
の
保
育
者
養
成
シ
ス
テ
ム
を�

構
築
す
る
た
め
の
基
礎
的
研
究
と
し
て�

心
理
学
の
立
場
か
ら
、
保
育
者
を
志
望�

す
る
学
生
が
育
児
不
安
に
つ
い
て
ど
の�

よ
う
な
認
識
を
抱
い
て
い
る
か
（
一
九�

九
四
a
）
、
暗
黙
の
信
念
の
違
い
が
育�

児
不
安
情
報
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
影�

響
を
及
ぼ
す
か
（
一
九
九
四
b
）
を
検�

討
し
て
き
た
。�

　
本
研
究
は
、
上
記
の
研
究
を
発
展
さ�

せ
て
、
育
児
上
の
問
題
に
関
す
る
暗
黙�

の
信
念
が
、
親
の
育
児
不
安
場
面
で
あ�

る
「
身
体
的
不
調
」
「
習
慣
的
行
動
」�

「
人
間
関
係
か
ら
く
る
悩
み
（
非
社
会�

的
行
動
・
反
社
会
的
行
動
）
」
の
四
場�

面
の
理
解
に
ど
う
影
響
す
る
か
、
そ
の�

詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と�

し
て
い
る
。�

　
本
研
究
は
、
日
本
近
世
期
の
文
人
に�

関
す
る
伝
記
研
究
、
お
よ
び
そ
の
人
的�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
に
お
い
て
、
コ�

ン
ピ
ュ
ー
タ
コ
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
収�

集
・
整
理
・
分
析
の
方
法
を
試
行
し
確�

立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。�

　
近
世
文
学
の
営
為
は
、
単
に
一
個
人�

の
精
神
活
動
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で�

は
な
く
、
人
間
相
互
の
活
動
に
お
い
て�

な
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
お�

け
る
人
物
研
究
は
、
必
然
的
に
人
的�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
で
あ
る
必
要
が�

あ
る
。
ま
た
、
一
個
人
の
文
学
的
営
為�

も
、
和
歌
を
詠
み
、
俳
譜
も
吟
じ
、
漢�

詩
を
賦
し
、
狂
歌
も
ひ
ね
る
等
、
多
層�

的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
特�

殊
な
文
人
の
有
り
方
で
は
な
く
、
近
世�

文
芸
に
お
い
て
は
極
め
て
一
般
的
な
様�

相
で
あ
る
。�

　
具
体
的
に
は
、
日
本
近
世
文
学
に
お�

け
る
お
も
な
韻
文
文
学
ジ
ャ
ン
ル
を
ほ�

ぼ
網
羅
的
・
総
合
的
に
検
討
す
べ
く
、�

歌
人
・
俳
人
・
狂
歌
師
・
詩
人
の
四
ジ
ャ�

ン
ル
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
家
を�

結
集
し
た
。
特
に
韻
文
文
学
に
注
目
す�

る
の
は
、
近
世
期
に
お
い
て
文
事
を
営�

む
人
間
の
多
く
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で�

韻
文
文
学
に
関
係
し
て
お
り
、
最
大
公�

約
的
な
人
物
把
握
が
可
能
と
な
る
か
ら�

で
あ
る
。�

　
ま
た
、
本
研
究
に
お
い
て
特
筆
す
べ�

き
点
は
、
特
定
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
に
依
存
せ�

ず
、
テ
キ
ス
ト
・
フ
ァ
イ
ル
の
ま
ま
で�

デ
ー
タ
を
扱
う
点
、U

N
IX

上
で
開�

発
さ
れM

S-D
O
S

の
環
境
に
移
植
さ
れ�

て
今
日
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
イ
ン�

タ
ー
プ
リ
タ
言
語P

erl

を
初
め
、
多�

く
のU

N
IX

系
ツ
ー
ル
を
パ
ー
ソ
ナ�

ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
用
い
る
点
等�

に
あ
る
。�

　予どもと一緒に散歩していると、�
次から次へと質問責めにされる。�
驚くばかりの知識欲である。また、�
大変情感豊かであり、色々なこと�
に感動する。こうした子どもの知�
識欲や情感は成長の過程で創られ�
ていくものである。�
　その成長に最も大きな影響を与�
えるのが母親である。成長の過程�
で子どもと最も長い時間を過ごす�
母親が、予どもの知的能力や情感�
の育成に与える影響は大きい。し�
たがつて、母親は予どもの知的欲�
求や情感の育成にできるだけ応え�
てやることが必要である。�
　子どもの頃、母親からお伽話や�
民話を聞き眠りについだり、一緒�
に歩いている時、野の花等につい�
て色々と説明をしてもらった記憶�
があるであろう。こうしたことが�
子どもの知識や情感の育成に大き�
く役立つていることは、いうまで�
もない。近い将来、母親や教師と�
なる学生にも、予どもに対してこ�
のようなことを行つて欲しいもの�
である。�
　児童学科の教職特別講座で小論�
文の指導をすることがある。学生�
の悩みは、文章力や語彙力の不足�
である。学生から、どうしたら文�
章力や語彙力を付けることができ�
るかと問われる。それで本を読む�
かと問うと、学生はあまり本を読�
まないという。最近、古典や文学�
作品等の読書をする学生は少ない。�
これでは文章力も語義力も身に付�
かないことは当然である。�
　将来、読書をしていない親や教�
師が増えだら、知識欲のある予ど�
もや情感豊かな予どもは育たない。�
学生は将来、親として、教師とし�
て次の社会を担う知識や情感豊か�
な心の子どもを育てなければなら�
ない。そのためにもっと古典や文�
学作品等の読書ををるよう勧める。�
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私
達
弓
道
部
は
、
道
場
が
体
育�

館
東
側
に
あ
る
た
め
、
存
在
こ
そ�

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、�

大
学
で
も
一
、
二
を
争
う
と
て
も�

元
気
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。�

　
学
生
弓
道
の
世
界
は
試
合
が
と�

て
も
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
試
合�

=

遠
征
な
の
で
、
旅
行
気
分
が
満�

喫
で
き
る
と
い
う
の
は
弓
道
部
の�

お
い
し
い
特
典
と
い
え
る
で
し
ょ�

う
。
私
達
が
過
去
三
年
間
に
参
加�

し
た
試
合
会
場
は
東
京
、
神
戸
、�

京
都
、
松
山
、
指
宿
、
別
府
e
t
c
。�

東
京
で
の
全
日
本
大
会
は
な
ん
と
、�

あ
の
日
本
武
道
館
で
試
合
が
行
わ
れ�

ま
し
た
。
試
合
が
終
わ
れ
ば
三
〜
四�

泊
し
、
観
光
す
る
の
が
恒
例
で
す
。�

い
か
に
安
く
長
く
滞
在
し
、
い
ろ
ん�

な
所
を
廻
る
か
、
部
員
み
ん
な
で
考�

え
る
の
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま�

す
。
も
ち
ろ
ん
試
合
に
勝
つ
た
め
に�

は
、
日
々
の
練
習
に
加
え
て
、
春
と�

夏
に
合
宿
も
行
い
ま
す
。�

　
私
達
は
、
弓
道
を
楽
し
も
う
！�

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
で
練
習
し
て
い
ま�

す
が
、
や
は
り
弓
道
は
武
道
な
の
で�

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ�

り
ま
せ
ん
。
練
習
中
の
私
達
は
真
剣�

そ
の
も
の
で
す
。
で
は
、
い
っ
た
い�

何
が
私
達
を
そ
こ
ま
で
弓
道
に
ひ
き�

つ
け
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
矢�

が
的
に
当
た
っ
た
時
の
パ
ー
ン
！�

と
い
う
音
。
快
感
で
病
み
付
き
に�

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。�

　
ま
た
、
弓
道
は
文
句
な
し
に
か
っ�

こ
い
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
袴
姿
で
、�

シ
ー
ン
と
し
た
道
場
で
弓
矢
を
持
て�

ば
気
持
ち
も
き
り
り
と
ひ
き
し
ま
り�

か
っ
こ
い
い
気
分
に
ひ
た
れ
ま
す
。�

　
私
は
大
学
に
入
っ
て
弓
道
を
始
め�

た
の
で
す
が
、
時
間
を
本
当
に
楽
し�

く
過
ご
す
秘
訣
は
、
自
分
に
厳
し
い�

わ
ず
か
な
時
間
を
つ
く
る
こ
と
で
は�

な
い
か
と
最
近
思
う
よ
う
に
な
り
ま�

し
た
。
学
生
時
代
の
有
り
余
っ
た
自�

由
と
時
間
に
疑
問
を
感
じ
た
ら
、
迷�

わ
ず
に
ぜ
ひ
一
度
道
場
に
遊
び
に
来�

て
み
て
く
だ
さ
い
。
初
心
者
で
も
大�

丈
夫
。
優
し
い
先
輩
達
が
弓
の
持
ち�

方
か
ら
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。�

部
員
一
同
心
か
ら
待
っ
て
い
ま
す
の�

で
、
是
非
き
て
下
さ
い
ね
。�
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　「健康であるには？」との問い�
に、バランスのこれた栄養と適度�
な運動を、といった回答が多い。�
　私の場合、栄養については昼は�
大学食堂の定食、朝晩は妻の気分�
次第であり、これ以上、自分の力�
ではあまり努力のしようがない。�
せめて歓迎会、忘年会、謝恩会等�
でおいしいものが食べられればと�
思う。�
　一方、運動については不思議な�
ことに、自分の意志で積極的に3�
～4年単位でいろいろやってきて�
いる。中学時代からみると、バレー�
ボール、合唱（これも腹筋と頬筋�
の運動である）、競技ダンス（い�
わゆる社交ダンス）、卓球、テニ�
スがある。これらはいずれも相手�
が必要であり、相手を負かしたり、�
または相手と協調することに大き�
な喜びを感じる。どれをとっても、�
のめり込むとかなり奥が深い。�
　最近、これらにジョギングが加�
わって。一昨年、シティマラソン�
福岡の10kmの部に申し込んだのが�
きっかけである。今年はさらに未�
知の距離へと挑戦し、わが人生42�
年間で初めてハーフマラソンを完�
走することができた。それまで1�
人で走ることがなぜ楽しいのかと�
思っていたが、無事ゴ－ルした時�
の喜びはかなりのものである。�
　この他にもいくつかいいことが�
ある。①風邪をひかなくなった。�
②夜中に走るため、酒量が減った。�
③家庭での会話が増えた。例えば、�
「こんな遅くに音をたてないで」�
といっていた妻は、最近では、�
「あら、全日は走らないの？　コ�
ンピニで牛乳買ってきて買おうと�
思ってい右のに…」である。�
　今後とも、講義、試験の採点等�
の仕事に加え、学生諸君の言動お�
よび行動にもついていけるだけの�
体力・気力を維持すべく、楽しく�
運動を続けていくつもりである。�
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平
成
八
年
度
公
開
講
座
の
内
容
と
日�

程
が
決
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
乳�

幼
児
か
ら
児
童
期
の
子
育
て
を
考
え�

る
」
。
期
日
は
、
九
月
七
日
、
二
十
一�

日
、
十
月
五
日
の
三
回
。
い
ず
れ
も
土�

曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十
分
ま�

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
乳
幼
児
期
か
ら
児
童
期
に
か
け
て
は
、�

人
格
形
成
の
基
礎
と
な
る
最
も
大
事
な�

時
期
で
す
。
今
回
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形�

式
で
、
①
「
栄
養
学
・
医
学
の
立
場
か�

ら
」
②
「
教
育
学
の
立
場
か
ら
」
③�

「
心
理
学
の
立
場
か
ら
」
の
三
部
構
成�

で
行
い
ま
す
。�

　
保
育
や
教
育
の
現
場
に
携
わ
る
方
、�

あ
る
い
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
な�

ど
子
育
て
に
関
心
を
持
ち
の
方
々
と
と�

も
に
考
え
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
受
け
付
け
は
八
月
か
ら
。
参
加
申
込�

み
な
ど
の
詳
細
は
、
本
学
庶
務
課
ま
で�

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

　
電
話
〇
九
二-
八
五
一-

二
五
三
一�

　
今
年
で
五
回
目
と
な
る
ア
ジ
ア
栄
養�

科
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
九
月
二
十�

八
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決�

ま
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
食
と
健
康
」
。�

　
今
回
は
、
次
の
講
演
を
予
定
し
て
い�

る
。
∇
「
ア
ジ
ア
の
薬
草
」
九
州
大
学�

薬
学
部
　
正
山
征
洋
教
授
∇
「
食
生
活�

を
考
え
る
・
未
病
医
学
の
薬
膳
」
冨
山�

医
科
薬
科
大
学
和
漢
薬
研
究
所
　
難
波�

恒
雄
教
授
∇
「
食
べ
物
の
中
の
毒
」
千�

葉
大
学
薬
学
部
　
山
崎
幹
夫
教
授
∇�

「
食
品
の
安
全
性
評
価
」
日
本
薬
剤
師�

研
修
セ
ン
タ
ー
　
内
山
充
所
長
。
問
い�

合
わ
せ
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係
ま
で
。�

　
今
年
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
立�

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
海
外
語
学
研
修
が�

実
施
さ
れ
る
。
期
間
は
八
月
四
日
か
ら�

八
月
二
十
八
日
ま
で
。�

　
こ
の
語
学
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、�

本
学
の
た
め
に
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
オ
ー�

ス
ト
ラ
リ
ア
・
セ
ン
タ
ー
が
特
別
に
組�

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
一
ク
ラ
ス
十
人
程�

度
で
、
「
話
す
・
聞
く
」
を
中
心
に
授�

業
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
研
修
中
は�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
家
庭
に
ホ
ー
ム�

ス
テ
イ
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
習
慣�

や
文
化
に
も
触
れ
る
。�

　
な
お
参
加
者
は
、
授
業
科
目
「
英
語�

・
文
化
海
外
研
修
」
の
単
位
と
し
て
認�

定
さ
れ
る
。�

　
平
成
八
年
度
の
海
外
研
修
派
遣
教
員�

と
し
て
、
家
政
科
の
酒
見
康
廣
助
教
授�

が
、
四
月
三
日
、
米
国
へ
向
け
出
発
し�

た
。�

　
酒
見
助
教
授
は
、
来
年
三
月
二
十
六�

日
ま
で
の
予
定
で
オ
ー
ル
ド
・
ド
ミ
ニ�

オ
ン
大
学
で
、
研
究
を
行
う
。�

　
研
究
内
容
は
、
「
セ
ル
・
オ
ー
ト
マ�

ン
に
対
す
る
代
数
的
構
造
解
析
お
よ
び�

人
工
生
命
へ
の
応
用
に
つ
い
て
の
研�

究
」
と
な
っ
て
い
る
。�

　
近
年
、
本
学
で
は
学
生
の
海
外
語
学�

研
修
を
初
め
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
医
学
部�

や
上
海
中
医
薬
大
学
と
の
学
術
交
流
協�

定
の
締
結
な
ど
、
国
際
交
流
が
活
発
に�

な
っ
て
お
り
、
本
学
を
海
外
に
紹
介
す�

る
機
会
も
増
え
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
本
学
紹
介�

の
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
内
容
を
見
直�

し
、
こ
の
程
改
定
版
が
完
成
し
た
。�

　
本
文
二
十
頁
の
中
に
は
、
学
園
沿
革�

大
学
・
短
期
大
学
の
教
育
内
容
、
施
設�

の
紹
介
、
学
生
生
活
、
環
境
な
ど
が
簡�

潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。�

�




